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 第１章 経営戦略策定の目的  

 

１．策定の目的 

 
   多古町の水道事業は、平成２２年度に策定した「多古町地域水道ビ

ジョン」を平成３０年度に「多古町水道ビジョン」として改訂し、安

全で安定した水の供給に努めています。 

しかし、近年の少子化等に起因する人口減少に伴う水使用量の減少

や、これから経年化を迎える施設の更新需要への備え、また、令和元

年９月に発生した「令和元年房総半島台風」の記録的な暴雨による停

電や断水など甚大な被害を及ぼす自然災害等への対応が急務となっ

ています。 

本町においては、成田空港の更なる機能強化の実施や首都圏中央連

絡自動車道（大栄・横芝間）の開通時期が明確にされるなど、とり巻

く環境の大きな変化が見込まれており、水道事業においても、新たな

視点での計画的な運営が必要となっています。 

このことから、多古町水道事業の現状を評価・分析し、将来を見通

した上で、水道施設再構築への方策と中長期的な投資・財政見通しを

明らかにすることにより、効率的かつ効果的な水道事業運営に資する

ことを目的とし、経営戦略を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多古町あじさい公園レインボーステージテント  
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２．経営戦略の位置付け 

 
   経営戦略は、総務省より平成２６年８月に通知された「公営企業

の経営に当たっての留意事項について」に示されており、各公営企

業が将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な

経営の基本計画です。 

   本経営戦略は、「多古町総合計画」を構成する個別計画のひとつに

なります。また、多古町水道ビジョンと密接に関係しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多 古 町 総 合 計 画  
後 期 基 本 計 画  

第 2 期  

多 古 町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 ⽣ 総 合 戦 略  

多 古 町 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン  

そ の 他 計 画  

多 古 町 水 道 事 業  経 営 戦 略  
※ 総 務 省  

多 古 町 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画  
（ イ ン フ ラ ⻑ 寿 命 化 計 画 ）  

多 古 町 水 道 施 設 更 新 計 画  

多 古 町 水 道 ビ ジ ョ ン  
※ 厚 ⽣ 労 働 省  
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３．計画期間  
 

上位計画である「多古町総合計画」は、計画期間を２０１１年（平

成２３年度）から２０２０年（令和２年度）までの１０年間としてお

り、次期計画期間は２０２１年（令和３年度）から２０３０年（令和

１２年度）までの１０年間となります。 

本経営戦略は、中長期を見据えながら、多古町総合計画との整合性

を考慮し、２０２１年（令和３年度）から２０３０年（令和１２年度）

までの１０年間とします。 

また、参考として、中期計画を２０年、長期計画を４０年として作

成します。 

 

2021 

(R3) 

2022 

(R4) 

2023 

(R5) 

2024 

(R6) 

2025 

(R7) 

2026 

(R8) 

2027 

(R9) 

2028 

(R10) 

2029 

(R11) 

2030 

(R12) 

          

 

名   称  期   間  

経 営 戦 略 （ 本 編 ）  10 年 間  
2021 年 度 （ 令 和 3 年 度 ）  

〜 2030 年 度 （ 令 和 12 年 度 ）  

経 営 戦 略 （ 中 期 ）  20 年 間  
2021 年 度 （ 令 和 3 年 度 ）  

〜 2040 年 度 （ 令 和 22 年 度 ）  

経 営 戦 略 （ ⻑ 期 ）  40 年 間  
2021 年 度 （ 令 和 3 年 度 ）  

〜 2060 年 度 （ 令 和 42 年 度 ）  

 
 
 
 
 
 
          
 
 
 
 
 

最終年度 ⾒ 直 し 期 間  
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 第２章 事業概要  

 

１．事業の現状 

 
（１）給水  
    多古町の水道事業は、４地区（多古、中、東條、常磐）の簡易

水道事業の統合と、北部及び久賀地区を含めた多古町水道事業と

して昭和５７年４月に創設されています。 

平成４年度には、開発行為等による給水人口及び給水量の増加

が見込まれたことから、変更認可を取得し事業を推進してきまし

たが、その後の社会情勢の景気低迷や開発行為の撤退等による影

響から、事業の見直しを行っています。 

平成３０年度には、多古町水道ビジョンを改定し、水道事業の

「安全」「強靭」「持続」への取り組みを実施しながら、安全で安

心な給水を行い現在に至っています。 

    
表２－１－１ 給水の状況                 （令和元年度末） 

※ 計画 給 水 人 口 は水 道 ビ ジ ョ ン（ 平成 30 年度策 定 ） よ り  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多古浄水場  管理棟  

供 用開 始 年 月 日  昭和 57 年 4 月 1 日  
計 画給 水 人 口  

（ 2030 年度 ）  
12,382 人  

法 適（ 全 部 ・ 財 務）・非 適 の 区分  地 方公 営 企 業 法 適用  現 在給 水 人 口  13,592 人  

事 業区 分  末 端給 水 事 業  有 収水 量 密 度  0.174 千㎥ /ha 
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１）給水人口及び給水普及率  
     多古町の給水人口は、緩やかな減少が続き、令和元年度の給水

人口は１３,５９２人となっており、平成２２年度から１,８４４

人の減少となっています。 

     給水普及率は、平成２８年度までは上昇傾向を示していました

が、その後は減少傾向になっています。 

 

表２－１－２ 給水人口及び給水普及率の実績表 

 

 

     給水人口と給水戸数の関係は、給水人口が減少しても給水戸数

は上昇傾向にあります。これは、１戸当たりの人数が減っている

ことが要因で、１０年前は３.３人/戸に対して近年では２.９人

/戸になっています。 

 
表２－１－３ 給水人口及び給水戸数の実績表 
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２）有収水量及び給水収益  
     有収水量は、生活用水量と業務・営業用水量を合算した水量で、

給水収益と同様の傾向を示します。  
平成２２年度から平成２６年度までは、減少傾向にありました

が、平成２７年度から平成３０年度までは回復傾向になり、令和

元年度には、これまで以上に減少しています。  
有収水量及び給水収益の減少は、給水人口の減少による影響が

最も大きく、このままでは水道事業の継続的な運営に支障をきた

すことになります。  
 
表２－１－４ 有収水量及び給水収益の実績表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２－１－５ 有収水量の内訳表  
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295,000

1,200,000

1,220,000

1,240,000

1,260,000

1,280,000

1,300,000

1,320,000

1,340,000

1,360,000

1,380,000

1,400,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

有収水量（㎥/年間） 給水収益（千円）
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３）一日平均給水量及び一日最大給水量  
     一日平均給水量及び一日最大給水量ともに多少の増減はある

ものの、ほぼ横ばいの状況を示しています。 

     負荷率は、一日平均給水量と一日最大給水量との比率で、配水

水量の変動を表す指標になります。過去１０年間では、平成２３

年度の７２.２％が最小値になりますが、その後は上昇傾向にな

り、近年では８５～９０％の範囲になっています。 

 
表２－１－６ 一日平均給水量及び一日最大給水量の実績表 

 
 

 令和元年度の各浄水場における一日最大給水量と一日平均給

水量の内訳は以下のとおりとなります。  
 
表２－１－７ 浄水場別の給水状況            （令和元年度） 

※現在給水人口の内訳は、一日平均給水量を基に参考として算出しています。 

 一日平均給水量計／現在給水人口計×各浄水場の一日平均給水量 
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一日平均給水量（㎥/日） 一日最大給水量（㎥/日） 負荷率（％）

名  称  
現 在給 水 人 口  

（ 人）  

一 日平 均 給 水 量  

（ ㎥ /日）  

一 日最 大 給 水 量  

（ ㎥ /日）  

多 古浄 水 場  4,574 1,605 1,705 

久 賀浄 水 場  5,948 2,087 2,240 

東 條浄 水 場  718 252 339 

中 浄水 場  1,169 410 494 

常 磐浄 水 場  1,183 415 441 

計  13,592 4,769 5,419 



第２章 事業概要 

  － 8 － 

 

４）無効水量及び有効率  
     無効水量は、配水管や給水管等の漏水が主な要因であり、無効

水量が多くなると有効率が低下します。 

過去１０年間の実績では、有効率が減少してきており、配水管

や給水管等の老朽化が進行し、漏水量が増加していると推測され

ます。 

 

表２－１－６ 無効水量及び有効率の実績表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）給水原価及び供給単価  
     給水原価は、有収水量１㎥当りについて、どれだけの費用がか

かっているかを表すものです。一方、供給単価は、有収水量１㎥

当りについて、どれだけの収益を得ているかを表しています。 

多古町水道事業の場合は、給水原価に多少の増減はあるものの

ほぼ横ばい傾向となり、供給単価もほぼ横ばいです。また、供給

単価より給水原価が高価になっており、水道事業の経営は厳しい

状況です。 

 

表２－１－７ 給水原価及び供給単価 
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６）収益的収支  
     収益的収支は、水道事業の活動に伴って発生する当該年度の収

入とこれに対応する支出のことであり、主な収入は、給水収益と

なります。一方、支出は、水道施設の運転に係る費用及び管理費、

人件費、減価償却費、支払利息等になります。  
     近年の実績をみると、収益差はわずかにプラスになっています。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－１－８ 収益的収支の実績 
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７）資本的収支  
     資本的収支は、収益的収支に属さない収支のうち現金を伴うも

のです。主な収入は、企業債、出資金、国庫補助金等になります。

また、支出は、建設改良費、企業債償還金等になります。  
     過去５カ年の実績をみると、資本的収入は近年計上されていま

せんが、資本的支出は、ほぼ企業債償還金で毎年１億５千万円程

度になっています。  
企業債残高は、平成２７年度に１８憶８千万円から令和元年度

には１２憶８千万円になっています。  
      
表２－１－９ 資本的収支の実績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２－１－１０ 企業債の実績 
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（２）施設  
    多古町水道事業は、５箇所の浄水場があり、地下水（深井戸）を

水源として給水をしています。  
水源水質が良く、塩素滅菌のみのシンプルな浄水工程となってい

ます。  
 
 
 
・現況給水区域図  
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多古浄水場系フロー図  
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久賀浄水場系フロー図  
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東條浄水場系フロー図  
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中浄水場系フロー図  
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常磐浄水場系フロー図  
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※耐用年数及び更新時期について 

    水道施設には、構造物や建築物と日常的に稼働している機械及び

電気設備があります。これらの水道施設は、安全な水道水を継続的

に安定供給するために欠くことのできない重要な施設で、常に機能

を維持していくことが必要です。しかし、稼働時間の経過とともに、

その機能や性能が低下することは避けられないことから、計画的な

更新を行う必要があります。 

    更新時期を把握するための参考として、有形固定資産の耐用年数

と更新実績を添付します。 

 

表２－２ 有形固定資産の耐用年数と更新実績一覧表 

 

 

 

  

監視制御設備（監視制御装置） － 19年

監視制御設備（ｼｰｹﾝｻ） － 18年

監視制御設備（調節計） － 19年

荷役設備 17年 －

その他の計量器 10年 －

流量計（超音波式） 8年 18年

流量計（電磁式） 8年 20年

水質計器（残塩計） 10年 17年

水質計器（ｱﾙｶﾘ度計） 10年 18年

水質計器（pH計） 10年 16年

水質計器（濁度計） 10年 17年

水位・圧力計（圧力式）　 10年 20年

水位・圧力計（静電容量式）　 10年 20年

水位・圧力計（投込式）　 10年 19年

通信（伝送）設備 9年 18年

滅菌（消毒）設備 10年 19年

薬品注入設備 15年 18年

速度制御装置（ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ） － 17年

水中ポンプ設備（30kW超え） 15年 19年

ポンプ設備（30kW超え） 15年 26年

水中ポンプ設備（30kW以下） 15年 17年

ポンプ設備（30kW以下） 15年 22年

電気設備（その他） 20年 －

充電装置 － 21年

19年

蓄電池電源設備 6年 16年

24年

内燃力発電設備 15年 24年

機械及び
装置

水道用
又は

工業用
水道用
のもの

電気設備（受電設備等） 15年

無停電電源装置（UPS） －

配水管附属設備 30年 －

配水管（その他のもの） 40年 －

配水管（鋳鉄製のもの） 40年 －

配水管（PE）※1 40年 －

配水管（DIP-NS形） 40年 －

配水管（DIP-GX形）※1 40年 －

－

配水設備 60年 －

－

導水設備 50年 －

構築物

水道用
又は

工業用
水道用
のもの

取水設備 40年

浄水設備 60年

－

ﾌﾞﾛｯｸ造 その他 34年 －

－

工場用、倉庫用 38年 －
建物

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造り

事務所 50年

塩素等の影響を受けるもの 24年

種類
構造又は

用途
細目

地方公営企業法
施行規則の
耐用年数

水道施設の
更新実績
(平均値)
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１）水源  
     現在、取水可能な地下水（深井戸）は１５箇所あり、休止５箇

所、未整備２箇所をあわせると計２２箇所になります。  
     取水ポンプ等の設備類は、適時更新し取水量の確保に努めてい

ますが、経年化が進み取水ポンプ場全体の更新が必要な時期を向

かえています。  
 
表２－２－１ 水源内訳                （令和２年度末） 

浄 水場 別 水 源 名  

深 井戸  取 水 ﾎﾟﾝﾌﾟ 

備   考  設 置・ 更 新  

年 度  

経 過  

年 数  

設 置・ 更 新

年 度  

経 過  

年 数  

多  

 

古  

多古第１取水井 2008 12 2008 12  

多古第２取水井 ―   ―  ―  休 止  

多古第３取水井 1981 39 2001 19  

多古第４取水井 1981 39 2017 3  

多古第５取水井 2002 18 2002 18  

多古第６取水井 1996 24 2016 4  

小  計      

久  

 

 

賀  

北部第１取水井 1982 38 2016 4  

北部第２取水井 1984 36 2013 7  

北部第３取水井 1982 38 2016 4  

北部第４取水井 2015 5 2019 1  

北部第５取水井 ―   ―  ―  認 可時 計 画  

北部第６取水井 ―   ―  ―  休 止  

北部第７取水井 ―   ―  ―  認 可時 計 画  

久賀第１取水井 1984 36 2014 6  

久賀第２取水井 1993 27 2014 6  

久賀第３取水井 1993 27 2019 1  

小  計      

東

條  

東條第１取水井 1977 43 1996 24  

小  計      

中  

中第１取水井 ―   ―  ―  休 止  

中第２取水井 ―   ―  ―  休 止  

中第３取水井 ―   ―  ―  休 止  

小  計      

常

磐  

常磐第１取水井 1980 40 2018 2  

常磐第２取水井 2008 12 2008 12  

小  計      

計    
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２）浄水場 

     多古町には浄水場が５箇所あり、各浄水場ともに地下水（深井

戸）を取水し、浄水処理として塩素滅菌を行い給水しています。

これらの浄水場には、管理棟や浄水池、電気設備、塩素注入設備

等があり、安全で安心な水を供給するための根幹を成す施設にな

っています。  
塩素注入設備は適時に更新されていますが、電気設備はこれか

らの更新になります。  
表２－２－２ 浄水場                 （令和２年度末） 

名  称 
浄水能力 

（㎥/日） 

塩素設備 電気設備 

備   考 設置・更新

年度 

経 過  

年 数  

設置・更新

年度 

経 過  

年 数  

多古浄水場 3,825 2017 3 2002 18  

久賀浄水場 5,485 2018 2 2005 15  

東條浄水場 375 2017 3 1977 43  

中浄水場 825 2010 10 1997 23 
塩素設備は常磐浄水場より

移設したものを設置 

常磐浄水場 790 2019 1 2010 10  

計 11,300      

 
 

３）配水池  
     各浄水場に設置されている配水池は、時間的に変動する需要量

に対応して、安定的に供給するために必要な施設です。また、非

常時（災害時）においては、給水拠点として大きな役割を持って

います。  
配水方式は、５箇所の浄水場の内４箇所がポンプ加圧式で給水

しており、配水ポンプが常に安定して稼働するよう運転管理して

います。  
表２－２－３ 配水池                 （令和２年度末） 

名  称 

配 水 池 

配水方式 

配水ポンプ 

備   考 
池数 容量(㎥) 

設置・更新 

年度 

経 過  

年 数  

多古浄水場 3 1,850 
自然流下式 

ポンプ加圧式 
2003 17 

1,500 ㎥(分割 2 池) 

350 ㎥(1 池) 

久賀浄水場 4 3,050 ポンプ加圧式 2005 15 
1,000 ㎥(分割 2 池) 

2,050 ㎥(分割 2 池) 

東條浄水場 2 252 自然流下式 ―  ―  (分割 2 池) 

中浄水場 3 316 ポンプ加圧式 1996、2010 24、10 （分割 3 池） 

常磐浄水場 2 400 ポンプ加圧式 2010 10 (分割 2 池) 

計 14 5,868     
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４）施設能力及び利用率  
     各浄水場の施設能力（浄水施設の計画一日最大配水量）と施設

利用率は以下のとおりです。  
一般的には、施設利用率の数値が高い方が、効率の良い施設と

いえます。  
 

表２－２－４ 施設の応力及び利用率           （令和元年度） 

名  称 
施設能力 

（㎥/日） 

一日平均配水量 

（㎥/日） 

施設利用率 

（％） 
備   考 

多古浄水場 3,825 1,605 42.0  

久賀浄水場 5,485 2,087 38.0  

東條浄水場 375 252 67.2  

中浄水場 825 410 49.7  

常磐浄水場 790 415 52.5  

計 11,300 4,769 
（平均） 

42.2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多古浄水場 配水池 
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５）管路  
     令和元年度末における水道管延長は、各井戸から浄水場を連絡

する導水管が 16.6ｋｍ、浄水場から各家庭に水を配る配水管等

が 176.9ｋｍ、計 193.5ｋｍになります。 

     導水管及び配水管の耐震管割合は低く、地震に対して強靭なラ

イフラインとは言えない状況にあることから、耐震管への計画的

な更新が必要です。 

 

表２－２－５（１） 管路延長集計表          （令和元年度） 

 

表２－２－５（２） 導水管（基幹管路）耐震管割合   （令和元年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２－２－５（３） 配水管耐震管割合         （令和元年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管 種 
導水管長 

（km） 

配水管長 

（km） 

合計 

（km） 
備 考 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄菅（耐震管） 1.5 8.6 10.1 
 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄菅（耐震適合管） 1.0 14.1 15.1 
 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄菅（非耐震管） 7.1 37.6 44.6 
 

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 6.9 115.4 122.4 
 

その他管種 0.1 1.2 1.3 
 

計 16.6 176.9 193.5 
 

管 種 
延長 

（ｍ） 

割合

（％） 

耐震管 

及び 

準耐震管 

耐震管 1,548 9.3 

耐震適合性管 987 6.0 

小計 2,535 15.3 

耐震管以外 14,026 84.7 

合計 16,561  

管 種 
延長

（ｍ） 

割合

（％） 

耐震管 

及び 

準耐震管 

耐震管 8,680 4.9 

耐震適合性管 14,100 8.0 

小計 22,780 12.9 

耐震管以外 154,134 87.1 

合計 176,914  

85%

9%

6%

15%

耐震管以外 耐震管及び準耐震管

耐震管 耐震適合性管

87%

5%

8%

13%

耐震管以外 耐震管及び準耐震管

耐震管 耐震適合性管
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（３）料金  
    多古町の水道料金は、令和元年１０月に消費税率が１０％に引き

上げられることに伴い、料金改定を行い現在に至っています。 

    現在の水道料金は、口径 13mm の場合、基本料金として１,８００

円（水量 10 ㎥まで）に超過料金を加えたものになります。 

 

表２－３－１ 水道料金         （令和元年１０月改定：税抜き） 

 ※口径 13mm、 20 ㎥ /月の使用料金 

  1,800＋ 10 ㎥×180 円＝ 3,600 円  3,600×消費税 10％＝ 3,960 円  

 
    参考として、令和２年８月時点において多古町と県内水道事業体

の水道料金を比較すると以下のとおりです。 

①  給水人口１万人～２万人未満での比較 

②  主な水源での比較  
③  近隣水道事業体との比較 

 
表２－３－２ 近隣水道事業体との料金比較        

※条件：口径φ13mm、 20 ㎥ /月の使用料金（税込み）  

※出典：平成 30 年度  千葉県の水道（令和 2 年 8 月末に調査、修正） 

①給水人口：１万人～２万人未満 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
基本料金 超過料金（１㎥につき） 

水量（㎥） 料金（円） 水量（㎥） 料金（円） 

口径 13mm １ヵ月 10 ㎥まで 1,800 

11～20 ㎥ 180 

21～40 ㎥ 190 

41～100 ㎥ 200 

101 ㎥～ 210 

口径 20mm 以上 １ヵ月 20 ㎥まで 3,900 

21～40 ㎥ 190 

41～100 ㎥ 200 

101 ㎥～ 210 

水道事業者名 料金（円） 比較（％） 備考 

酒々井町 3,300 83.3  

白井市 3,883 98.1 R2.4.1 改定 

多古町 3,960 100.0  

印西市（印西） 3,960 100.0  

長門川水道企業団 4,070 102.8  

勝浦市 5,390 136.1  
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②主な水源：深井戸水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③近隣水道事業体との比較 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

水道事業者名 料金（円） 比較（％） 備考 

習志野市 2,101 53.1  

四街道市 2,310 58.3  

八千代市 2,420 61.1 R1.10.1 改定 

成田市 2,739 69.2  

佐倉市 2,882 72.8  

酒々井町 3,300 83.3  

多古町 3,960 100.0  

山武市 4,312 108.9  

水道事業者名 料金（円） 比較（％） 備考 

成田市 2,739 69.2  

多古町 3,960 100.0  

山武郡市広域水道企業団 4,306 108.7 山武市の一部、横芝光町の一部 

山武市 4,312 108.9  

八匝水道企業団 4,532 114.4 匝瑳市、横芝光町の一部 

香取市（小見川・山田地区） 4,730 119.4  

芝山町 － －  

    

県内最高 5,390 136.1 勝浦市 

県内最低 2,101 53.1 習志野市 

県内平均 3,717 93.9  
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（４）組織  
    多古町の水道事業は、生活環境課水道係が経営及び維持管理して

います。 

    職員数は、事務職員３人、技術職員１人の計４人であり、平成２

７年度から現在の体制となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道係の主な業務内容 

①水道事業の予算決算・資産管理・企業債に関する事項 

②水道量水器の検針・料金の調定・徴収に関する事項 

③水道水の供給に関する施設（取水井、浄水場、水道管路など）の維持管理 

④量水器の点検・交換に関する事項 

 

表２－４－１ 組織の構成               （令和２年度） 

 
 

 

 

 

年  齢  
事務職員  

（人）  

技術職員  

（人）  

計  

（人）  

61 歳～  －  －  －  

51～ 60 歳  －  －  －  

41～ 50 歳  1 1 2 

31～ 40 歳  －  －  －  

～ 30 歳  2 －  2 

計  3 1 4 

環  境 係  

事務職員  
（３人）  

技術職員  
（１人）  

生 活 環 境 課  

水 道 係 
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２．経営健全化の取組 

 

多古町水道事業では、水道施設の老朽化による更新や管路の耐震化を進

めていきたいところですが、人口減少による給水収益の減少や企業債の償

還により、資金残高が減少している状況になります。 

財源の見通しも厳しいなか、安全で安定した水道事業を継続するため、

以下の取組を実施してきました。 

 

・経営健全化の取組表 

① 経営状況を考慮し、必要な時に更新を実施する。 

② 標準耐用年数ではなく、実際の耐用年数で更新することを目標とす

る。 

③ 配管の老朽化による漏水等については、その都度対応とする。 

④ 施設の故障や不具合が起きた場合には、即時対応とする。 

⑤ 平成３０年度に改定した「多古町水道ビジョン」を基にし、経営健

全化（持続）への取組として、「経営戦略」を策定する。 

 

 

３．経営比較分析表等を活用した現状分析 

 

水道事業の経営状況を客観的に捉え現状分析するため、総務省が公表し

ている経営比較分析表（平成３０年度決算）を基とします。 

 

・多古町の類型一覧表 

項  目 区  分 

給水形態 末端給水事業 

現在給水人口規模 1 万人以上 1.5 万人未満 

類型区分 ｄ7 

給水人口区分 ⑦ 

水源別区分 その他 

有収水量密度別区分 未満 
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（１）経営の健全性・効率性 

 

 
 
 
 

【経常損益】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

95.28% 102.25% 95.24% 93.01% 103.90%

算定式

【112.83】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 95.28 102.25 95.24 93.01 103.90

平均値 109.49 111.06 111.34 110.02 108.76

グラフ凡例

【　】

実績値

　①経常収支比率

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

①経常収支比率（％）

指標の説明
　当該年度において、給水収益等で維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているか

を表す指標である。100％以上であれば黒字であり、100％未満は赤字である。

　前年度より経常費用が減少したため比率は向上し、当該年度は100%以上であるが、類似団

体平均値と比べると低い値である。
評　価

　経常収支比率＝（経常収益／経常費用）×100

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00
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【累積欠損】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

0.00% 0.00% 5.62% 14.09% 9.82%

算定式

【1.05】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.00 0.00 5.62 14.09 9.82

平均値 9.49 9.35 10.13 7.31 7.48

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

②累積欠損金比率（％）

　②累積欠損金比率

実績値

指標の説明

　営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた損失で、前年度からの繰越利益剰余

金等でも補塡することができず、複数年度にわたって累積した損失のこと）の状況を表す指

標である。0％であることが求められる。

　累積欠損金比率＝（累積欠損金／（営業収益－受託工事収益）×100

評　価

　平成28年度より累積欠損金が生じているが、前年度よりは低い値となった。類似団体平均

値と比べると高い値である。また、経営収支比率が100％以上となっていても累積欠損金比率

が高い場合は、経営改善を図っていく必要がある。
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【支払能力】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

276.60% 282.87% 275.92% 249.40% 253.05%

算定式

【261.93】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 276.60 282.87 275.92 249.40 253.05

平均値 406.37 398.29 388.67 355.27 359.70

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

③流動比率（％）

　③流動比率

実績値

指標の説明

　短期的な債務に対する支払能力を表す指標である。１年以内に支払うべき債務に対して支

払うことができる現金等がある状況を示す100％以上であることが必要である。高い値の方が

良い。

　流動比率＝（流動資産／流動負債）×100

評　価 　流動資産が減少しているため、流動比率も減少傾向となっている。
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【債務残高】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

751.00% 685.84% 631.24% 568.01% 505.88%

算定式

【270.46】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 751.00 685.84 631.24 568.01 505.88

平均値 442.54 431.00 422.50 458.27 447.01

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

④企業債残高対給水収益比率（％）

　④企業債残高対給水収益比率

実績値

指標の説明
　給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標である。低い値

の方が良い。

　企業債残高対給水収益比率＝（企業債残高／給水収益）×100

評　価

　企業債残高が減少しているため、比率も減少傾向にある。また、類似団体平均値との差も

縮まっている。必要な更新を先送りしていることも要因であるが、収支バランスのとれた経

営への改善が求められている。
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【料金水準の適切性】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

90.25% 96.41% 92.73% 89.03% 102.81%

算定式

【103.91】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 90.25 96.41 92.73 89.03 102.81

平均値 98.60 100.82 101.64 96.77 95.81

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

⑤料金回収率（％）

　⑤料金回収率

実績値

指標の説明
　給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標であり、料金水準等を

評価することが可能である。高い値の方が良い。

　料金回収率＝（供給単価／給水原価）×100

評　価

　前年度までは、給水原価が供給単価を上回っていたが、本年度は原水及び浄水費減少に伴

い給水原価が安くなったことにより逆転した値となった。本年度が特異な値とも考えられる

ので留意が必要である。
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【費用の効率性】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

234.08円 219.51円 228.62円 238.57円 204.78円

算定式

【167.11】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 234.08 219.51 228.62 238.57 204.78

平均値 181.67 179.55 179.16 187.18 189.58

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

⑥給水原価（円）

　⑥給水原価

実績値

指標の説明
　有収水量１㎥当たりについて、どれだけの費用がかかっているかを表す指標である。低い

値の方が良い。

　給水原価＝経常費用－（受託工事費＋材料及び不良品売却原価＋附帯事業費）

　　　　　　－長期前受金戻入／年間総有収水量

評　価
　前年度より原水及び浄水費減少に伴い経常費用が縮小したため比率は低い値となってい

る。類似団体平均値との差も縮まった。
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【施設の効率性】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

43.45% 45.39% 48.09% 48.06% 48.91%

算定式

【60.27】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 43.45 45.39 48.09 48.06 48.91

平均値 53.61 53.52 54.24 55.88 55.22

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

⑦施設利用率（％）

　⑦施設利用率

実績値

指標の説明
　一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断す

る指標である。高い値の方が良い。

　施設利用率＝（一日平均配水量／一日配水能力）×100

評　価
　施設利用率は類似団体平均値と比較しても低い値をとなっている。適切な施設規模を検討

していく必要がある。
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【供給した配水量の効率性】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

78.34% 75.69% 71.47% 72.47% 72.85%

算定式

【89.92】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 78.34 75.69 71.47 72.47 72.85

平均値 81.31 81.46 81.68 80.99 80.93

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

⑧有収率（％）

　⑧有収率

実績値

指標の説明 　施設の稼動が収益につながっているかを判断する指標である。高い値の方が良い。

　有収率＝（年間総有収水量／年間総配水量）×100

評　価
　類似団体平均値と比較して低い値であり、無収水量（漏水）が多いことを示していること

から、計画的な老朽管の更新を進めていく必要がある。
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【建設全体の減価償却の状況】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

46.92% 49.59% 52.22% 54.79% 59.03%

算定式

【48.85】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 46.92 49.59 52.22 54.79 59.03

平均値 46.67 47.70 48.14 46.61 47.97

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

①有形固定資産減価償却率（％）

　①有形固定資産減価償却率

実績値

指標の説明

　有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標で、資産

の老朽化度合を示している。100％に近いほど保有資産が耐用年数に近づいていることを示

す。低い値の方がよい。

　有形固定資産減価償却率＝（有形固定資産減価償却累計額／有形固定資産のうち

　　　　　　　　　　　　　償却対象資産の帳簿原価）×100

評　価

　老朽化した水道管及び施設等の更新が進んでいないことから年々増加しており、類似団体

平均値よりも上回っている。必要な更新投資を先送りにしている可能性があるため、計画的

な更新を検討する必要がある。
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【管路の経年化の状況】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

1.59% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

算定式

【17.80】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 1.59 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 10.03 7.26 11.13 10.84 15.33

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

②管路経年化率（％）

　②管路経年化率

実績値

指標の説明
　法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標で、管路の老朽化度合を示している。高

い値ほど老朽化が進んでいることを示す。

　管路経年化率＝( 法定耐用年数を経過した管路延長／管路延長 )×100

評　価 　実際の老朽化の状態を把握し、計画的に更新を行う必要がある。
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【管路の更新投資の実施状況】

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

算定式

【0.70】

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.68 1.65 0.47 0.39 0.43

グラフ凡例

【　】

　当該指標値（当該値）

　類似団体平均値（平均値）

　平成30年度全国平均値

③管路更新率（％）

　③管路更新率

実績値

指標の説明
　当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標で、管路の更新ペースや状況を把握でき

る。高い値の方が良い。

　管路更新率＝（ 更新された管路延長／管路総延長 ）×100

評　価 　過去５カ年において管路は未更新である。計画的な更新が求められている。
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 第３章 将来の事業環境  

 
１．給水人口の予測  
 
（１）給水区域内人口の推計  

多古町では、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、人口減少の

克服と魅力的で活力のある地方創生を実現するため、２０２０年

（令和２年）３月に「第２期多古町まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を策定しており、多古町の目指すべき人口を、２０４０年（令

和２２年）時点で１０,０００人以上としています。 

今回策定する多古町水道事業経営戦略の給水人口は、本町の総合

戦略となる「第２期多古町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の人

口ビジョンを基にし、目標年度となる２０３０年（令和１２年度）

の給水区域内人口は１２,２０４人とします。 

 
表３－１－１ 多古町の人口推計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 実績  推計  

年度  2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 

人口（人）  16,353 15,174 14,274 13,047 12,204 11,351 10,476 
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（２）計画給水人口の推計  
過去１０年間の実績を基に２０４０年（令和２２年度）までの計

画給水人口を推計します。 

    計画給水人口は、給水区域内人口に普及率を乗じて算出します。 

    多古町の給水普及率は９５％を超えており、今後の給水普及率も

実績と同様に横ばいになると推計され、目標年度となる２０３０年

（令和１２年度）の計画給水人口は１１,６６７人とします。 

 

表３－１－２ 計画給水人口の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実績  推計  

年度  2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 

給水区域内人口(人 ) 16,353 15,174 14,274 13,047 12,204 11,351 10,476 

給水人口（人）  15,436 14,521 13,489 12,447 11,667 10,863 10,036 

普及率（％） 94.1 95.7 94.5 95.4 95.6 95.7 95.8 
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２．水需要の予測  
 
（１）生活用水の推計  

生活用水量を推計するにあたり、一人一日平均給水量を推計しま

す。この値には地域特性があり、２０１０年（平成２２年度）から

２０１４年（平成２６年度）は１６０L/人/日程度、２０１８年（平

成２９年度）から２０１９年（令和元年度）は１７０L/人/日程度と

なります。 

今後も同様の水使用量と推測されることから、多古町の一人一日

平均給水量は１７０L/人/日程度から多少の増加があるものとみら

れます。推計した一人一日平均給水量に計画給水人口を乗じた値を

生活用水量とします。 

 
（２）業務営業用水  
    本町においては、成田空港の更なる機能強化の実施や首都圏中央

連絡自動車道（大栄・横芝間）の開通時期が明確にされるなど、多

古町未来構想（土地利用構想図）における複合エリア等の開発が期

待されます。この開発による新たな業務営業用水を見込みたいとこ

ろですが、現時点では具体的な数値は明示されておらず、どの程度

の規模の水量になるか不明なため、大量の水量を見込むことは適し

ません。また、現状の業務営業用水については、実績を基に推計す

ると幾らかの減少傾向になります。 

よって、その他（開発）用水と現状の業務営業用水を含めて考察

し、以下の水量として設定します。 

１）現状の業務営業水とその他（開発）用水の合計水量は、実績水

量と同程度の水量で推移するとし、２０２０年（令和２年度）

から２０６０年（令和４２年度）にかけて、１,１００から１,

２００㎥/日程度とする。 

２）現状の業務営業水は推計値を採用する。 

３）その他（開発）用水は、２０２０年（令和２年度）から２０６

０年（令和４２年度）にかけて、０～１６０㎥/日と推移する。 

４）その他（開発）用水は、整備内容が不明なため適時に見直す。 
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（３）有収水量  
    生活用水と業務営業用水（開発水量含む）を有収水量とします。 

 
（４）有収率及び有効率  
    水道ビジョンで定めた率を基にします。  

     
（５）一日平均配水量  
    一日平均配水量は、有収水量に有収率を掛けて求めます。有収率

は、水道管路の更新を実施し漏水防止対策を進めることで向上しま

す。  

 
（６）一日最大配水量  
    一日最大配水量は、一日平均給水量に負荷率を乗じて求めます。

負荷率は、地域特性や天候等に左右されるもので、過去１０年間

の実績値となる２０１１年（平成２３年度）の負荷率７２ .２％を

採用します。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久賀浄水場  
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表３－２－１ 有収水量の推計  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３－２－２ 給水量の推計  
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・給水区域と多古町未来構想図  
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表３－２－３ 人口及び給水量の推計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015 2016 2017 2018 2019

H27 H28 H29 H30 H31,R1

（人） 15,174 14,993 14,877 14,655 14,519

（人） 14,521 14,426 14,198 13,952 13,592

（％） 95.7 96.2 95.4 95.2 93.6

（戸） 4,664 4,713 4,732 4,727 4,714

(L/人/日) 201 220 226 176 171

(m3/日) 2,915 3,175 3,214 2,462 2,319

(m3/日) 624 366 373 1,208 1,136

(m3/日) 0 0 0 0 0

(m3/日) 3,539 3,541 3,587 3,670 3,455

(m3/日) 131 131 132 132 131

(m3/日) 1,005 1,282 1,231 1,235 1,183

(m3/日) 4,675 4,954 4,950 5,037 4,769

(L/人/日) 322 343 349 361 351

(m3/日) 5,393 5,856 5,545 5,831 5,419

(L/人/日) 371 406 391 418 399

（％） 75.7 71.5 72.5 72.9 72.4

（％） 78.5 74.1 75.1 75.5 75.2

（％） 86.7 84.6 89.3 86.4 88.0

実　　績　　値

　　　　年　度

　　　　項　　　目

給 水 区 域 内 人 口

給 水 人 口

給 水 普 及 率

給 水 戸 数

用
途
別
水
量

有
効
水
量

有
収
水
量

生活用

一人一日平均給水量

一 日 平 均 使 用 水 量

業務・営業用
一日平均使用水量

その他（開発）
一日平均使用水量

計

無収水量

有 効 率

負 荷 率

備　　　　　　　　　　考

無効水量

一 日 平 均 給 水 量

一 人 一 日 平 均 給 水 量

一 日 最 大 給 水 量

一 人 一 日 最 大 給 水 量

有 収 率
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2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

14,274 14,028 13,783 13,538 13,292 13,047 12,878 12,710 12,541 12,373 12,204

13,489 13,282 13,075 12,867 12,657 12,447 12,291 12,136 11,979 11,824 11,667

94.5 94.7 94.9 95.0 95.2 95.4 95.4 95.5 95.5 95.6 95.6

4,718 4,722 4,727 4,731 4,735 4,739 4,709 4,679 4,648 4,618 4,588

172 172 173 173 174 174 175 175 176 176 176

2,320 2,285 2,262 2,226 2,202 2,166 2,151 2,124 2,108 2,081 2,053

1,121 1,115 1,110 1,106 1,102 1,098 1,094 1,091 1,088 1,085 1,082

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40

3,441 3,404 3,380 3,344 3,320 3,284 3,269 3,243 3,228 3,202 3,175

127 130 128 126 124 123 121 125 123 126 124

1,120 1,085 1,060 1,031 1,000 972 951 922 902 874 851

4,688 4,619 4,568 4,501 4,444 4,379 4,341 4,290 4,253 4,202 4,150

348 348 349 350 351 352 353 353 355 355 356

6,493 6,398 6,327 6,234 6,155 6,065 6,012 5,942 5,891 5,820 5,748

481 482 484 484 486 487 489 490 492 492 493

73.4 73.7 74.0 74.3 74.7 75.0 75.3 75.6 75.9 76.2 76.5

76.1 76.5 76.8 77.1 77.5 77.8 78.1 78.5 78.8 79.2 79.5

72.2 72.2 72.2 72.2 72.2 72.2 72.2 72.2 72.2 72.2 72.2

推　　計　　値
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３．料金収入の見通し  
 

推計した有収水量に対して料金収入の推計をします。有収水量と料金

収入は同様に下降傾向を示します。 

 

表３－２－４ 料金収入の推計  

 

 

 

 

 
水道料金についてコメント  

 

 
 
 
 
 
４．組織の見通し  
 

現在の職員数である事務職員３人、技術職員１人の計４人体制では、 

 水道施設の適切な維持管理や更新事業を進めることは厳しい状況と考

えられます。多古町水道事業の歴史的な背景や特性、技術の継承、働き

方改革等を考慮すると技術職員は複数必要といえます。 

 

 表３－２－５ 組織の見通し                  （人） 

 

 実績  推  計  

年度  2019 2020 2025 2030 2035 2040 

事務職員  3 3 3 3 3 3 

技術職員  1 1 2 2 2 2 

計  4 4 5 5 5 5 

200,000

210,000

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

290,000

300,000

1,000,000

1,050,000

1,100,000

1,150,000

1,200,000

1,250,000

1,300,000

1,350,000

1,400,000

1,450,000

1,500,000

2010 2015 2020 2025 2030

有収水量:実績（㎥/年間） 有収水量:推計（㎥/年間）

給水収益:実績（千円） 給水収益:推計（千円）
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 第４章 経営戦略  

 
１．現状と課題  
 

（１）給水  
給水の現状としては、給水人口の減少に伴い有収水量が減少して

いるものの、無効水量（漏水等）が増加傾向にあることから、一日

最大給水量及び一日平均給水量ともにほぼ横ばい状況にあります。 

将来的には、給水人口は減少していくと予想されることから、有

収水量は減少し、給水収益も減少していくことになります。 

多古町未来構想による水量の増加が期待されますが、見込む水量

が不明なため、今回の経営戦略では過度な水量を見込まず、今後の

推移に注意し対応していきます。 

 

（２）施設  
    水道施設は、電気及び機械設備の老朽化や劣化が進行しており、

適切な時期での更新が求められています。また、有効率の低下は管

路の老朽化や劣化による漏水が主な原因と考えられることから、耐

震化を考慮し更新していく必要があります。 

これらの水道施設の更新には、膨大な費用を要することから、財

源の確保が問題となります。さらに、各浄水場の施設利用率が低い

ことから、水道施設の統合や再編成を視野にいれた、計画的な更新

計画の立案及び更新事業の推進が望まれます。 
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（３）料金  
    多古町の水道料金は、給水人口１万人～２万人未満の事業体と比

較すると中間程度に位置し、近隣水道事業体と比較すると安価な方

になります。しかし、供給単価に対して給水原価が高い状況である

ため、水道事業の経営としては厳しいものがあります。 

    今後、給水収益が減少しても、水道施設の更新及び耐震化を進め、

安定した水道事業の経営に努めていくためには、水道料金収入によ

って維持される料金体系を検討する必要があります。 

 

（４）組織  
    近年の組織に変更はなく、計４人体制で窓口対応や日々の維持管

理業務等を行っていましたが、今後の膨大な更新事業へ対応してい

くためには、十分な体制とは言えない状況です。  
今後は、更なる効率化、体制の充実、民間連携の情報を収集し検

討していく必要があります。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常磐浄水場  
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２．経営の基本理念と方針 

 
これからの水道に求められているものは、時代や環境の変化に的確

に対応しつつ、必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対

価をもって、持続的に水を受け取ることが可能な水道です。  
このような水道を実現するために、厚生労働省健康局が公表した新

水道ビジョンでは、水道水の安全の確保を「安全」、確実な給水の確保

を「強靱」、供給体制の持続性の確保を「持続」と表現し、これらの３

つの観点から、５０年後、１００年後の水道の理想像を具体的に示し、

これを関係者間で共有することとしています。  

 
多古町水道事業は、  
将来像（理想像）を「次世代につなぐ安心、安全な水道」として、 
安全を「いつでも安心、安全な水道の供給」、  
強靱を「災害に強い対応力のある水道」、  
持続を「健全な経営と安定した水の供給の実現」、  
とした水道事業を実現していきます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多 古 町 ⽔ 道 事 業 の 将 来 像 （ 理 想 像 ）  

「 次 世 代 に つ な ぐ 安 心 、 安 全 な ⽔ 道 」  

■ 時代 や 環 境 の 変化 に 的 確 に 対応 し つ つ 、 水質 基 準 に 適 合し た 水

が 、必 要 な 量 、 いつ で も 、 ど こで も 、 誰 で も、 合 理 的 な 対価 を も

っ て、 持 続 的 に 受け 取 る こ と が可 能 な 水 道  

５ ０ 年 後 、 １ ０ ０ 年 後 の 将 来 を ⾒ 据 え た 水 道 の 理 想 像 を 明 ⽰ し 、 関 係 者 間 で 認 識 を 共 有  

 強 靱  

災害に強い対応⼒のある
水道 

健全な経営と安定した水
の供給の実現 

持 続  いつでも安心、安全な水
道の供給 

安 全  

〔強靱な⽔道〕 

〔⽔道サービスの持続〕 

〔安全な⽔道〕 



第４章 経営戦略 

  － 50 － 

 

 
 
 
 

 

安全：いつでも安心、安全な水 道の供給  

1. 「水 安 全 計 画 」の策 定  

2. 「地 下 水 源 水 量 確 保 」への取 り組 み 

3. 「水 質 情 報 公 開 」への取 り組 み 

 

強靭：災害に強い対応力のある水道  

1. 「更 新 計 画 ：施 設 」の策 定  

2. 「更 新 計 画 ：管 路 」の策 定  

3. 「危 機 管 理 体 制 の強 化 」への取 り組 み、「備 蓄 用 飲 料 水 」の確 保  

4. 「施 設 台 帳 」の整 備  

5. 「配 管 台 帳 」の整 備  

6. 「水 運 用 」の構 築 ：効 率 的 な水 運 用  

 

持続：健全な経営と安定した水の供給の実現  

1. 「アセットマネジメント」の実 施 、 

「経 営 戦 略 」の策 定 、「水 道 料 金 」の検 討  

2. 「人 材 の確 保 」：人 材 育 成 、技 術 の継 承  

3. 「官 民 連 携 」：情 報 収 集 及 び検 討  

4. 「水 道 サービスの向 上 」：満 足 度 向 上 への取 り組 み 

5. 「環 境 対 策 」：省 エネルギー型 機 器 への更 新  
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３．持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について  
 

ＳＤＧｓは、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実

現を目指す世界共通の目標で、２０３０年を達成年限とし、１７のゴ

ールと１６９のターゲットから構成されています。  

 
 
 
 
 
 
本町の「第２期多古町まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、新

たな視点として、ＳＤＧｓを多古町にとっての地方創生の原動力とす

るため、基本目標とＳＤＧｓを紐づけし、目標実現に向けた取組の推

進を図るとしています。  
本水道事業としては、６番目の目標となる「水・衛生」を意識し、

全ての水使用者に安全で安心な水道による水の供給を実現していき

ます。  

 
 

目標６［水・衛生］ 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と  
持続可能な管理を確保する  
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 第５章 投資・財政計画（収支計画）  

 
１．投資・財政計画（収支計画）  
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２．投資・財政計画（収支計画）の説明 

 

（１）投資について 

①目標 

 ・開発計画に併せた効率的な配水管の整備を実施とします。 

  

②内容 

 計画期間内の投資計画として、多古町未来構想にある複合エリア開

発の配水管整備を進めていきます。また、取水施設等の機械及び電気

設備は修繕費として計上します。 

 

・複合エリア開発道路改良事業 

   令和５～令和９年度 備  考 

配水管延長 4,200ｍ   

概算事業費 288,420 千円  

 

（２）財源について 

①目標 

・投資と財源の均衡を基本とした事業経営 

・企業債の抑制及び支払利息の軽減 

 

②内容 

 ・企業債 

  事業費の 70％を借入するとし、償還期間 30 年、年率 0.5％とします。 

・環境対策 

  省エネルギー型機器（インバーター等）への更新を検討します。 

・水道料金 

  料金改定について論議を進めていきます。 
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（３）投資以外の経費について 

①委託料 

  過去５カ年の平均値に年１％の上昇率により算出します。 

②修繕費 

  ・原水及び浄水の修繕費について 

主に取水ポンプ及び電気関係（発電機含む）の費用を見込み、令和

２年度に３,５００万円とし、その後年１％の上昇率により算出し

ます。 

・配水及び給水の修繕費について 

過去の実績を参考に令和２年度に１ ,３００万円とし、その後年

１％の上昇率により算出します。 

③動力費、薬品費 

過去５カ年の平均１㎥単価と推計した年間配水量により算出し、その

後年０.５％の上昇率により算出します。 

④人件費 

  令和元年度の実績額に年 0.5％の上昇率により算出します。また、令

和７年度より、技術職員１人の増員を計画します。 

 

（４）収益的収支 

    収益的収入は、給水収益の減少により減少傾向が続きますが、 

収益的支出も、減価償却費及び支払利息の減少により減少傾向が続

きます。よって、損益は微増傾向になると推計されます。 

表５－２－３－１ 収益的収支の推計 
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（５）資本的収支 

    資本的収入は、令和５年度～令和９年度に複合エリア開発の配水 

管整備を進めるためのものです。資本的支出は、企業債償還金の減 

少により減少傾向が続きます。よって、令和６年度から収支差が減 

少していきます。 

 

表５－２－４－１ 資本的収支の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５－２－４－２ 企業債の推計 
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３．検討予定の概要 

 

（１）投資及び費用についての検討状況 

 

①広域化 

水道事業は、市町村運営による独立採算が原則となっていますが、

運営基盤の強化を図るため、広域連携については柔軟に対応及び検討

をしていきます。 

 

②民間の資金・ノウハウ等の活用 

現在は、検針業務及び水質検査等は個別委託を行っており、浄水場

等の運転管理や点検業務等の施設管理は日常の維持管理として行っ

ています。今後は、施設管理等の効率化を図るため、民間への包括委

託を検討し、より良いサービスが提供できるように努めていきます。 

 

③アセットマネジメントの充実 

   施設及び設備の劣化状況や老朽度を把握した上で、更新の計画を策

定します。また、更新する施設及び設備は、耐用年数の長いものを選

択するとともに、投資の平準化を検討します。 

 

④施設・設備の廃止・統廃合（ダウンサイジング） 

各給水区域の供給状況や施設の老朽度状況を考慮し、施設や設備の

廃止及び統廃合について検討していきます。 

 

⑤施設・設備の合理化（スペックダウン） 

各浄水場の施設能力を考慮し、合理化した相互連携を検討していき

ます。 

 

⑥その他の取組 

   多古町未来構想に対応した効率的な投資のあり方を検討します。 
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（２）財源についての検討状況 

 

①料金 

収益的収入が減少傾向にあるなか、施設や設備、配水管等の更新が

求められています。そのために必要となる財源を安定して確保するた

め、料金改定について論議を進めていきます。 

 

②企業債 

  資本的支出は、ほぼ企業債償還金であり、そのため思うように投資

が出来ないという実情もあることから、今後の水道事業経営に支障が

起きないよう検討していきます。 

 

③繰入金 

水道事業の対価である料金収入によって維持されること（独立採算

の原則）を目標としていますが、財源が不足するおそれがある場合に

は、他財源で補うことも検討していきます。 

 

④資産の有効活用等による収入増加の取組 

   休止施設の有効活用等について検討します。 

 

⑤その他の取組 

   本町の地下水で製造されたペットボトル飲料「お米の町の天然水 

多古水」の販売実績もあることから、様々な可能性を模索していきま

す。 
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計画の策定(Plan)

・目標の設定

・取り組み内容

事業の推進(Do)

・進捗状況の管理

目標達成状況の確認
(Check)

・事後評価

・顧客満足度の把握

改善の検討(Action)

・未達成目標の対処

・新たなニーズの把握

 第６章 事後検証  

１．経営戦略の事後検証 

 

本経営戦略の目標や取り組みは、実施状況やその内容を評価及

び分析し、継続的に見直しを実施していきます。また、計画と実

績との乖離が著しい場合は、必要に応じて見直し等について検討

を行い、必要な改善策を図っていきます。 

 

 

 事 業 推 進 の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ PDCAサ イ ク ル  

Plan（計 画 ） ･････････ 従 来 の実 績 や 将 来 の予 測 な ど を もと に し て 事 業計 画 を 作 成 する 。  

Do（実 行 ） ･･･････････ 計 画 に沿 っ て 業 務 を行 う 。  

Check（点 検 ・ 評価 ） ･･ 業 務の 実 施 が 計 画に 沿 っ て い るか ど う か 確 認す る 。  

Action（ 改 善 ） ･･･････ 実 施 が計 画 に 沿 っ てい な い 部 分 を調 べ て 処 置 する 。  
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